
　

文
部
科
学
省
は
、
２
０
１
４
年
度
、
国
際
化
を
徹
底

し
て
進
め
る
大
学
を
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
（
以

下
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
）」
を
始
め
ま
し
た
。
支
援
対
象
は
、

タ
イ
プ
Ａ
「
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
１
０
０
を

目
指
す
力
の
あ
る
大
学
」、
タ
イ
プ
Ｂ
「
こ
れ
ま
で
の

取
組
実
績
を
基
に
更
に
先
導
的
試
行
に
挑
戦
し
、
我
が

国
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
牽
引
す
る
大
学
」
で
す
。

実
施
期
間
は
最
大
10
年
間
。
１
校
当
た
り
の
補
助
の
標

準
額
は
、
タ
イ
プ
Ａ
が
４
・
２
億
円
程
度
、
タ
イ
プ
Ｂ

が
１
・７
億
円
程
度
で
、
初
年
度
は
、
タ
イ
プ
Ａ
13
校
、

タ
イ
プ
Ｂ
24
校
の
計
37
校
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
の
背
景
に
は
、
大
学
の
国
際
通
用
性
を
今
以

上
に
高
め
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
危
機
意
識
が
あ

り
ま
す
。
２
０
１
３
年
５
月
に
発
表
さ
れ
た
教
育
再
生

O
p

in
io

n
文
部
科
学
省
　

高
等
教
育
局
　

高
等
教
育
企
画
課
　

国
際
企
画
室
室
長
　
松
本
英ひ

で

登と

文
部
科
学
省
は
、
２
０
１
４
年
度
、
大
学
の
国
際
化
促
進
を
目
的
に
、「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
」

（
以
下
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
）
を
始
め
た
。
こ
の
事
業
は
支
援
規
模
の
大
き
さ
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

文
部
科
学
省
が
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
に
取
り
組
む
背
景
は
何
か
。
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
に
よ
っ
て
、
大
学
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

そ
し
て
、
大
学
が
変
わ
る
こ
と
が
高
校
現
場
に
与
え
る
影
響
は
何
か
。
本
事
業
の
担
当
部
局
で
あ
る

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
高
等
教
育
企
画
課
国
際
企
画
室
室
長
の
松
本
英
登
氏
に
話
を
聞
い
た
。

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
に

10
校
以
上
を
ラ
ン
ク
イ
ン
さ
せ
る

を
考
え
る

教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

大
学
創
成
支
援
」事
業
と
は

◎
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
」
で
は
、

「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
学
と
の
交
流
・
連
携
」「
人

事
・
教
務
シ
ス
テ
ム
の
改
革
」「
学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル

対
応
力
育
成
の
た
め
の
体
制
強
化
」
な
ど
、
国
際
化

を
徹
底
し
て
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
大
学
を
重
点
的

に
支
援
す
る
。
国
が
こ
の
事
業
を
始
め
た
背
景
に
は
、

経
済
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
我
が
国

が
今
後
も
世
界
と
伍ご

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

大
学
の
国
際
競
争
力
向
上
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

で
き
る
人
材
の
育
成
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
あ
る
。

　

支
援
対
象
大
学
を
タ
イ
プ
Ａ
と
タ
イ
プ
Ｂ
に
分
け

た
。
タ
イ
プ
Ａ
で
は
、
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ

プ
１
０
０
を
目
指
す
力
の
あ
る
大
学
を
支
援
。
海
外

大
学
と
の
領
域
横
断
型
共
同
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
、

優
秀
な
学
生
や
研
究
者
が
集
う
環
境
整
備
に
取
り
組

む
こ
と
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。
タ
イ
プ
Ｂ
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
実
績
を
基
に
更
に
先
導
的

試
行
に
挑
戦
し
、
我
が
国
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

牽
引
す
る
大
学
を
支
援
す
る
。
大
学
教
育
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
モ
デ
ル
の
構
築
や
、
世
界
基
準
の
教
育
展
開

等
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　

事
業
実
施
期
間
は
最
大
10
年
間
。
２
０
１
４
年
度

の
予
算
額
は
77
億
円
だ
。

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
事
業
で

日
本
の
大
学
は
ど
う
変
わ
る
か
？
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実
行
会
議
第
３
次
提
言
で
は
、
日
本
の
大
学
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
遅
れ
は
危
機
的
状
況
に

あ
り
、
大
学
の
再
生
は
日
本
が
再
び
世
界
の
中
で
競
争

力
を
高
め
、
輝
き
を
取
り
戻
す
た
め
の
大
き
な
柱
の
１

つ
に
な
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
国
際
化
を
断

行
す
る
大
学
を
重
点
的
に
支
援
し
、
今
後
10
年
間
で
世

界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
１
０
０
に
10
校
以
上
を
ラ

ン
ク
イ
ン
さ
せ
る
」
と
提
言
し
ま
し
た
。
こ
の
提
言
な

ど
を
受
け
、
安
倍
内
閣
は
日
本
再
興
戦
略
の
一
環
と
し

て
Ｓ
Ｇ
Ｕ
の
創
設
を
閣
議
決
定
。
こ
れ
を
受
け
て
、
本

事
業
が
始
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ
１
０
０
に
10
校
以
上

を
ラ
ン
ク
イ
ン
さ
せ
る
と
い
う
目
標
に
は
、「
即
物
的
」

と
い
う
印
象
を
抱
か
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
世
界
的
に
は
、
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
が
大
学
を

評
価
す
る
尺
度
と
し
て
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か

わ
ら
ず
に
、
参
照
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
学
生
が

留
学
先
を
選
ぶ
際
や
、
研
究
者
が
自
分
が
籍
を
置
く
大

学
を
選
ぶ
際
、
ま
た
、
大
学
間
の
国
際
的
な
共
同
研
究

が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
中
で
大
学
が
連
携
先
を
探
す
時
に

も
、
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
が
参
照
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
優
秀
な
学
生
や
研
究
者
を
確
保
し
、
主
要

な
日
本
の
大
学
が
教
育
・
研
究
の
両
面
で
世
界
レ
ベ
ル

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
必
須
条
件
と
な
り
つ
つ
あ

る
の
で
す
。
世
界
中
の
優
秀
な
学
生
や
研
究
者
が
日
本

の
大
学
に
集
ま
る
状
況
を
つ
く
り
、
日
本
人
の
学
生
に

と
っ
て
も
、
多
様
性
の
あ
る
環
境
の
中
で
刺
激
を
受
け

な
が
ら
質
の
高
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
、
日

本
の
大
学
で
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

こ
の
た
め
、
前
述
の
よ
う
に
、
タ
イ
プ
Ａ
は
、
世
界

大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
上
位
に
入
れ
る
高
い
教

育
・
研
究
力
を
有
し
て
い
る
大
学
を
採
択
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
で
支
援
す
る
の
は
、
大
学
の
研

究
面
で
は
な
く
、教
育
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
対
し
て
で
す
。

タ
イ
プ
Ａ
に
採
択
さ
れ
た
13
校
は
、
い
ず
れ
も
文
部
科

学
省
の
研
究
面
で
の
強
化
を
目
指
し
た
「
研
究
大
学
強

化
促
進
事
業
」
に
既
に
採
択
さ
れ
て
お
り
、
更
に
、
一

部
の
大
学
は
「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
Ｗ
Ｐ
Ｉ
）」
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
大
学
で
は
、
研
究
面
で
の
強
化
に
加
え
て
、
Ｓ

Ｇ
Ｕ
事
業
に
お
け
る
大
学
の
教
育
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
機

能
強
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
通
じ
、
結
果
と
し
て
、
ラ

ン
キ
ン
グ
の
上
昇
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
高
等
教
育
専
門
誌
『
タ
イ
ム
ズ
・
ハ
イ

ア
ー
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
が
発
表
す
る
「
世
界
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
見
る
と
、
日
本
の
大
学
で
ト
ッ
プ

１
０
０
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
東
京
大
と
京
都
大
の
み

で
す
。
し
か
し
、
研
究
面
を
見
れ
ば
、
我
が
国
に
は
十

分
に
ラ
ン
ク
イ
ン
で
き
る
だ
け
の
優
れ
た
実
績
を
残
し

て
い
る
大
学
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
外
国
人
教

員
比
率
や
外
国
人
留
学
生
の
割
合
と
い
っ
た
国
際
化
の

面
で
大
き
く
遅
れ
て
い
る
た
め
に
、
順
位
を
下
げ
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
外
国
人
教
員
の
比
率
が
低

い
要
因
と
し
て
は
、
人
事
シ
ス
テ
ム
等
が
外
国
人
の
教

員
の
雇
用
を
促
進
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
留
学
生
に
つ
い
て

は
、
渡
日
前
入
学
の
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

な
ど
、
他
国
の
大
学
に
比
べ
て
留
学
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
つ
も
と
・
ひ
で
と
◎
１
９
９
８
年
、
旧
科
学
技
術
庁
入
庁
。

２
０
１
１
年
、
在
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
日
本
国
大
使
館
一
等
書
記
官
な
ど
を

経
て
、
２
０
１
４
年
８
月
か
ら
現
職
。

研
究
以
外
の
面
で

国
際
化
が
出
遅
れ
て
い
る
日
本
の
大
学

43 December  2014



　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
大
学
の
国
際
的
評
価
を
高
め

る
た
め
に
は
、
研
究
の
強
化
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
教

育
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
国
際
化
を
図
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
で
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
の
公
募
で
は
、
タ
イ
プ
Ａ
・

Ｂ
共
に
、①
「
国
際
化
」
②
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
」
③

「
教
育
の
改
革
的
取
組
」
の
３
つ
の
観
点
で
41
の
項
目

を
設
け
、
各
項
目
の
現
状
と
実
績
、
取
り
組
み
の
内
容
、

今
後
の
達
成
目
標
等
を
示
す
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　

主
な
項
目
に
は
、
①
「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
国
際
通

用
性
と
質
保
証
」「
国
際
通
用
性
を
見
据
え
た
採
用
と

研
修
」
な
ど
、
教
務
シ
ス
テ
ム
や
人
事
シ
ス
テ
ム
で
の

国
際
通
用
性
の
向
上
に
関
す
る
項
目
、
②
「
教
員
に
占

め
る
外
国
人
及
び
外
国
の
大
学
で
学
位
を
取
得
し
た
専

任
教
員
等
の
割
合
」「
外
国
人
留
学
生
等
の
支
援
体
制

の
構
築
」
な
ど
、
外
国
人
教
員
や
外
国
人
留
学
生
を
増

や
し
、
彼
ら
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
強
化
に
関
す
る
項

目
、
そ
し
て
、
③
「
日
本
人
学
生
の
留
学
に
つ
い
て
の

支
援
体
制
の
構
築
」「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
等
外
部
試
験
の
学

部
入
試
へ
の
活
用
」
な
ど
、
日
本
人
学
生
や
受
験
生
に

か
か
わ
る
項
目
が
あ
り
ま
す
。

　

更
に
、「
年
俸
制
の
導
入
」「
Ｉ
Ｒ
機
能
の
強
化
・
充
実
」

「
学
生
の
実
質
的
学
び
の
時
間
の
確
保
に
関
す
る
取
組
」

な
ど
、
大
学
の
国
際
化
と
は
一
見
無
関
係
の
よ
う
に
思

え
る
項
目
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、海
外
の
ト
ッ

プ
大
学
と
同
等
の
教
育
・
研
究
環
境
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
の
中
で
教
育
や
研
究
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
が
必
須

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
が
、「
大
学
の
国
際
化
の
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
推
進
事
業
」（
グ
ロ
ー
バ
ル
30
）
な
ど
、

従
来
の
大
学
の
国
際
化
に
関
す
る
事
業
と
大
き
く
違
う

点
は
、
単
に
英
語
の
み
で
学
位
を
修
得
で
き
る
コ
ー
ス

を
設
け
て
、
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ

る
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
教
務
シ
ス
テ
ム
や
人

事
シ
ス
テ
ム
の
改
革
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
整
備
、
入

試
改
革
な
ど
、
よ
り
抜
本
的
な
大
学
改
革
が
必
要
と
な

る
こ
と
で
す
。
従
来
の
事
業
で
は
、
大
学
に
よ
っ
て
は

学
内
の
国
際
担
当
の
部
局
が
一
部
の
学
部
と
組
ん
で
国

際
化
に
関
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
も
の

の
、
そ
れ
が
全
学
的
な
取
り
組
み
に
発
展
し
て
い
か
な

い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
で
は
、
全
学
的
に
臨
む
こ
と
が
不

可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
施
期
間
が
最
大
10
年
間
と
い
う
長
期
間
に
わ
た
る

こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
と
は
異
な
り
ま
す
。
普
通

は
５
年
単
位
の
事
業
が
多
い
の
で
す
が
、
大
学
関
係
者

か
ら
は
「
実
施
期
間
が
５
年
間
で
は
、
助
走
期
間
と
ま

と
め
の
期
間
を
除
く
と
、
実
質
３
年
程
度
の
取
り
組
み

に
終
わ
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
中
途
半
端
な
取
り
組
み
に
終
わ
ら
せ
な

い
た
め
に
、
10
年
と
設
定
し
た
の
で
す
。
た
だ
、
こ
の

間
に
、
大
学
内
外
の
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
も

あ
り
得
ま
す
。
４
年
目
と
７
年
目
に
は
中
間
評
価
を
実

施
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

我
々
と
し
て
も
、
採
択
さ
れ
た
大
学
が
、
10
年
間
で

国
際
通
用
性
を
備
え
る
た
め
の
改
革
を
進
め
て
、
国
際

的
な
競
争
に
耐
え
ら
れ
る
大
学
に
な
る
た
め
の
土
台
を

し
っ
か
り
築
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
プ
Ａ
は
国
際
的
評
価
に
お
い
て
上
位
に
入
る
だ

け
の
高
い
教
育
・
研
究
力
を
有
す
る
大
学
を
対
象
と
し

ま
し
た
が
、
タ
イ
プ
Ｂ
で
は
、
研
究
力
の
面
は
問
わ
ず
、

自
校
の
特
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
教
育
や
ガ
バ
ナ
ン
ス

で
特
徴
の
あ
る
取
り
組
み
を
行
お
う
と
し
て
い
る
大
学

を
採
択
し
ま
し
た
。

ＳＧＵ事業採択校
採
択
校
で
培
わ
れ
た
知
見
を

他
の
大
学
に
も
広
げ
て
い
く

国
際
通
用
性
を
高
め
る
た
め
に

抜
本
的
な
大
学
改
革
を
促
す

●タイプＡ
北海道大、東北大、筑波大、東京大、東京医科
歯科大、東京工業大、名古屋大、京都大、大阪大、
広島大、九州大、慶應義塾大、早稲田大

●タイプＢ
千葉大、東京外国語大、東京芸術大、長岡技術
科学大、金沢大、豊橋技術科学大、京都工芸繊
維大、奈良先端科学技術大学院大、岡山大、熊
本大、国際教養大、会津大、国際基督教大、芝
浦工業大、上智大、東洋大、法政大、明治大、
立教大、創価大、国際大、立命館大、関西学院大、
立命館アジア太平洋大
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そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
タ
イ
プ
Ｂ
の
採
択
校
を
見

る
と
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
系
の
大
学
も
あ
れ
ば
工
科
系

の
単
科
大
学
や
芸
術
大
学
も
あ
り
、
都
市
部
の
大
学
も

あ
れ
ば
地
方
大
学
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
様
々
な
大

学
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
プ
Ｂ
の
採
択
校
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
特
色
や
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
国
際
化
を
推

し
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

タ
イ
プ
Ｂ
の
大
学
に
は
、
他
の
大
学
が
今
後
、
国
際

化
を
進
め
て
い
く
時
の
先
行
事
例
の
役
割
を
果
た
す
こ

と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
前
述
の
41
項
目
に
は
、「
シ

ラ
バ
ス
の
英
語
化
」「
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
（
＊
）
の
実
施
」

「
外
国
語
に
よ
る
授
業
（
語
学
の
授
業
を
除
く
）」
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
日
本
の
大

学
が
今
後
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分

野
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
人
の
学
生
に

対
し
て
、
専
門
科
目
の
授
業
を
英
語
で
行
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
ど
こ
の
大
学
も
苦
労
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
今
後
、
指
導
法
の
開
発
が
求
め
ら
れ
る
分
野
の

１
つ
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
の
採
択
校
が
、
様
々
な
テ
ー

マ
に
つ
い
て
の
知
見
を
先
導
的
に
蓄
積
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
採
択
校
以
外
の
大
学
が
自
校
の
国
際
化
に
取

り
組
む
際
に
参
考
に
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
タ
イ
プ
Ｂ
で
は
、
大
学
の
規
模
や
特

徴
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
が
多
様
な
大
学
が
採
択
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
校
と
似
た
環
境
に
あ
る
大
学
を
モ
デ
ル

と
し
な
が
ら
、
教
育
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

大
学
の
国
際
化
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
に
採
択
さ
れ
た
大

学
だ
け
に
求
め
ら
れ
て
い
る
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文
部
科
学
省
で
は
、「
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事

業
」
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
る
大
学
を
支
援
す
る

な
ど
、
他
大
学
に
対
し
て
も
多
様
な
形
で
国
際
化
に
向

け
た
動
き
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業
に
採
択
さ
れ
た
大
学
を
中
心
に
国
際
化

が
進
む
こ
と
は
、
高
校
に
も
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

直
接
的
な
影
響
と
し
て
は
、
や
は
り
大
学
入
試
の
変

化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、
英
語
の
四
技
能
を
測

定
で
き
る
外
部
試
験
を
活
用
し
た
学
部
入
試
や
、
国
際

バ
カ
ロ
レ
ア
の
活
用
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
海
外
留

学
経
験
を
多
面
的
に
評
価
し
た
上
で
選
抜
を
行
う
多
面

的
な
入
学
者
選
抜
な
ど
が
、
多
く
の
大
学
で
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、入
試
問
題
の
内
容
も
、

よ
り
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
の
学
力
を
問
う
も
の
へ
と
変
わ
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。大
学
入
試
の
今
後
の
動
き
を
つ
か
み
、

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
１
つ
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
生
徒
を
大

学
に
送
り
込
ん
だ
後
に
、
彼
ら
が
過
ご
す
こ
と
に
な
る

大
学
生
活
が
、
高
校
の
先
生
方
が
大
学
教
育
を
受
け
ら

れ
て
い
た
時
代
と
は
全
く
違
う
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
、
学
部
生
時
代
に
、
海
外
の
大
学
に
留
学
す
る

こ
と
は
珍
し
く
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
留
学
を

せ
ず
に
国
内
に
と
ど
ま
る
と
し
て
も
、
外
国
人
留
学
生

と
混
住
型
の
寮
で
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
り
、

ゼ
ミ
や
研
究
室
で
一
緒
に
授
業
を
受
け
、
研
究
活
動
に

携
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
英
語
に

よ
る
専
門
科
目
を
履
修
す
る
機
会
も
増
え
ま
す
。

　

大
学
に
入
っ
た
時
に
、
そ
う
し
た
環
境
に
戸
惑
う
こ

と
な
く
適
応
し
、
自
ら
の
力
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に

は
、
高
校
時
代
ま
で
に
ど
ん
な
力
を
身
に
付
け
て
き
た

か
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

大
学
で
外
国
人
教
員
や
外
国
人
留
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
り
、
英
語
に
よ
る
専
門
科
目
の

授
業
を
受
け
た
り
す
る
た
め
に
は
、
高
校
時
代
ま
で
に

英
語
の
四
技
能
の
ス
キ
ル
の
土
台
を
し
っ
か
り
築
い
て

い
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
同
時
に
、
日
本
の

文
化
や
歴
史
を
よ
く
知
っ
て
い
る
、
日
本
人
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
っ
た
生
徒
を
育
て
る
こ
と

も
大
事
で
す
。
自
分
と
は
異
な
る
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
で

育
っ
て
き
た
人
た
ち
の
多
様
な
価
値
観
を
尊
重
し
な
が

ら
、
時
に
は
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
主
張
で
き
る
力

や
姿
勢
を
育
む
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

高
校
で
は
、
学
習
指
導
要
領
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
し
っ
か
り
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
に
な

り
ま
す
が
、
時
代
の
大
き
な
流
れ
や
大
学
教
育
と
の
接

続
を
意
識
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
求
め
ら
れ
る

能
力
の
土
台
と
な
る
力
を
、
生
徒
が
確
実
に
身
に
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

＊授業科目に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表し、教育課程の体系化を目指す仕組み

Opinion
を考える 教育オピニオン

大
学
入
試
や
大
学
教
育
の
変
化
に

高
校
現
場
も
対
応
が
求
め
ら
れ
る
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